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台湾のラン科植物におけるウイルス病
の 発 生 調 査
























調査したランの 榔 吾地は Tablelに示した ように, 台湾の 東海JTEの 中南部 地域を除
























































上活を供試した, SRD法は匠原 ･井上 (1978)の方法に準じ,0.8%粉末寒天,0.85%
NaCl,0.2% NaN3を0.05M Boratebufer(pH8.0)に加熱溶解し, CMV-Y 抗血清




葉に5倍丑の24% NaCl液を加えて暦砕し, 3,000rpm で15分間遠心分離した上清を
用いた.このようにしたスライドグラスを髄室容掛こ入れて室温におき,ろ紙または穴の
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周辺の寒天内に現われた沈降帝を観察し,この沈降帯の有無によって血清反応の判定を行
った .
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を生じた.タノミコ (WhiteBurley)や N.rusLicaには感染しなかった. 上記のような
寄主反応は ORSV20･Wl46)によるものとよく一致した.
(2) ウイルス粒子の形態 原株および汁液招種によって感染した病策をDN法で作成
した試料について花成観察したところ,ウイルス粒-I-ほ良さ約 300nm,帖約 18nm の梓
状であった (PlateIV,3).













(1) 寄主範囲と病微 採巣組物菓汁液および按徹し感染したタバコ (WhiteBurley)
または N.ruslicaの全身感耳酎市井汁液を接俄軒として教徒の検定植物に接種し寄主反応
を調べたところ,Table5に示すような結果が得られた.ラン科の Dendrobiumに全身感
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ころ,兼に退色坊やえそ軌 烹を生じた Laeliocallleyaと Cymbidium に少数の弾丸型粒
子がみられた.その粒子の形態から orchidfleckvirus(OFV)2)またはその楠似ウイル
ス1･23･3… 1)ではないかと-,i.えられたが, 同定架晩を行っていないので, 本報では このよ
うな形状のウイルスの先年がみ亡'れたということのみ記述する.












































































非常に多いことが認められた.とくに Caltteya系と Cymbidium には CyMVや ORSV
によると思われた特徴的な病放り 2-L5･28-3O･32-34･37･43･50'を現わした株が各地で非常に多 く
観察された.Caltleya系や Cymbidium が粗培された調査地38カ所の内,1カ所を除く
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るように CyMVは Calanthe,Catlleya系, Cymbidium,Dendrobium,Den♪halaenoz,-
sis,DoritaenoPsis,Phalaenopsis,Rhynchosiylisおよび Vandaに,ORSVは Calanlhe,
Caltleya系,CymbidiLm.Epidendrum および Polinaraに,CMVは Dendrobium に,
bullet-shapedviruis-likeparticlesは Laeliocalileyaと Cymbidium に発生か認めら
れた.検査した Callleya系では53株中 CyMV が28株,ORSV が 19株,Cymbidium
では35株中 CyMV が 15株,ORSV が22株であった. この発1.株数はウイルス病の発
生率を示すものではないが,Callleya系と Cymb2dium に CyMV とORSVaI)発/生が多
いことを示している.711.rた CyMV と ORSV の混合感染が Calanlheでは CyMV の3
株中 1株,Calllel,a系では CyMV の28株中9株,Cymbidium では CyMV の15株中
6株にみられた.これらの混合感染株の柄散はいずれも CyMV による特徴的な病徴を示
していた (PlateII,8,9).
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CyMVa･‖)と ORSV8)の2唖の発生が知られていたが,今回の調査で CyMV と ORSV
の他に,新たにCMV とbuleトshapedvirus-likeparticlesの発生が確認された.
CyMV は Calanlhe,Callleya系 (C.,Bc,BIc.,Lc=Sic.).Cymbidium,Dendrobium,
Denphalaeno♪sis,Dorilaenobsis,Phalaeno♪sis,Rhynchoslylisおよび Vandaから検出さ
れた.そのうち台湾ではCalanlhe,Denphalaenobsis,DoritaenolsisおよびRhynchosiylis
の4種屈が新たに CyMV の自然発生植物 として認められた. と くに Catlleya系と
Cymbidtum に尭/-fiが多かった. CyMV が発坐した植物では,輩に激しいモザイクまた
はえそ斑を生するものが多く,被害が大きい.検定的物に対する寄_'ヒ性は C.quirTOa,
Daturaalbaおよびツルナなどに局部病斑を生じ,C.amaranlicolorでは接種薬が試化
すると緑色輪点を残す局部柄斑を生ずるなと,既報の CyM V3･417･15,29r33･33･49･50) と同じで
あった.血情反応の結果でも,台湾に発生している CyMV と口木で報告されているt5･22)
ものとは抗原性を同じくし,両者は血清学的にも同一系統と考えられた,
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ORSVは Calanlhe,Caltleya系,Cymbidium,Epidendrumおよび Polinaraから検

















































1982年 3月 15日から5月 14日までの 2カ月間,台湾の 5市 9県に所在する ラ/Cj戯
増陶 41カ所についてウイルス病の発生状況を調べた. また採集標本 12属 124株について
はウイルスの検出並びに同定実験を行った.
その結果,CyMV-ORSV,CMVおよび bulleトshapedvirus-like partlClesの4種の
発生が確認された, CMV と bulet-shapedviruS一工ikeparliclesは台湾では新たに発見
されたウイルスである.また CyMV と ORSV の発生がとくに多く, 台湾全域に分布し
ていた.
CyMV は Calanlhe,Cailleya系, Cymbidium,Dendrobium,Den♪halaenoPosis,
Doritaeno♪sis.Phalaenopsis.Rhynchoslylisおよび Vandaから検出された,ORSV は
Calanlhe,Callleya系,Cymbidium,Epidendrum および Polinaraから検出された.
CMVは Dendrobium から検出された. また bulleトshaped virus-like particlesは
Laeliocallleyaおよび Cymbidium に見出された. 台湾で分離された CyMV,ORSV お
よび CMVは寄生性や血清反応の結果から,日本のラン科植物 (CMVではDe･ndrobium)
に発生しているCyMVおよび CMV と同じ性状のものが多く,同じ系統と考.,こられた.
CyMV と ORSV は Callleya系 と Cymbidtum に発生が多かったが,両ウイルスの混
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andcucumbermosaicyirus(CMV)Wereisolated from the orchid and bulet･shaped
vlrLIS-HkepartlC】eswerefoundlnson(IOrChldsbyelectronmlCrOSCOPy,
CyMVwasisolatedfrom Calanl/IL/,CatLleyqalliarlCe.Cymbldヱum,Dendrobium,Den-




ORSV wasisolatedfrom CaLonlhe,Calfleyaallwnce.Cymbidium.Epidendrum and





o)lindicatorplantsasTheCMVISO】aledfrom DeナIdroblu-m Ln Japan. Ⅰ[reacted with
anti-CM17-Yserum inradialimmunodl打uslOnteSL
Bulel-shaped virus-1lkeparlJCleswereobserved ln negatively stalned dip pre-
paratlOnS.afterpl~eRxalion with OsO｡,from leavesofCymbidLum and Laeliocallleya
showingchloroticandnecroticlesions.
Doubleilfect10nOfCyMVand0RSV wasroundinCalanthe,Caitleyaallianceand
















































1･CyMV pal.tlClesincrudesap.Caflleya.slEHned wlth2% phospholLmgStlC
lCld(PTA).Barrepr'eseltS100nITl.




d ParllCJesofCyMV'lndURSVincIudesap,CalllCya,sl`1ined wllh PTA.
BarrepresentslOOnnl.
5 RadhlユmmunOdiFuslOntestforCMV. AgarcontalnSElnl1-CMV-Y serLtm
of1/25voL 711mし=101-eactionafter7 hrs'ltroom temperature. L)-1.2:
CrudesapofN..Lfluluzosa systemicallylnfecled wlthCMV isolこlted from
Dendrob171m (Colectionnumber,D-1:87.D-2:116),H:Cz~udesapoHleElthy
N.gLul7710Sa.
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